
来の設備計四iに対する保安度の予測計算 も できるととになった。

参考文献 日本鉄道技術協会 保安度の数量的評価に関する

研究委員会報告書 (1昭和 38 ・ 3 ， 39 ・ 3 ， 40 ・ 3) (八木正夫)

ホイト・ シュナイダ・プロペラ (独) Voith Schneider 

Propeller 船舶の推進提の一種であるが，普通のスクリュープ

ロ ペラと異なる とこ ろは，発生推力の方向が単に前後方向だけ

でなく，前後左右任意の方向に変えられるために，かじの役目

も兼ね備えており ，非常に操縦性能がすぐれている。
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写)'[ -1 停 11 中の旋回を行なっているホイト ・ シュナイダ船
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l 工，骨{)の縦方向の納の

まわり を問中ムして， ~~ 

を前進または後進させ

るような推力を発生す

るわけであるが，ホ イ

ト・ γ ヰナイダ ・ プロ

ペラでは ， 船底の水平

岡にほぼ垂直に配院さ

れた翼が門周上を恒1転

して推力 を発生する

(図 1) 。

この推進袋I置の原理

は ， 1925年 ウィ ー γ の

電気技師エノレ γ スト ・ 写真一2 ホイト・シュナイ ダ ・ プ ロ ベラ外観

シュ ナイダにより発明され， ド イツの会社であるホイ ト社によ

って 1931年船舶用として実用化に成功したもので，こ のよ うに

名づけられている。その原理は図 2 ・3 に示すようにプ ロ ベラ 翼

は，水面に対して垂直に配置され， 点。を中心とした円の周聞

を翼角を変化しながら回転し，プロベラ翼は周速度Uで回転し，

同時に速度Vをもって進行するとすれば， 翼に流入する相対速
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lまあんきぱこ 保安器箱 *軌道回路送受信機と 軌道恒]
路を結ぶ送受信用ポリエチレン星形アノレミ被ケーフソレは， レー

ノレに誘起きれる雷サージや架線

短絡事故時の異状電圧上昇等に

より，絶縁破療などの損傷を受

けると 列車運転に与える影響が

大きレので，これを保護するた

め保安穏を収容する保安器箱が

設けられてレる。

保安器箱は軌道問路境界近 く

の送受信分岐点にケ プノレ接続

箱 と い っ しょに設隠し，耐圧，

防~を考!喧した 2 1Jì精造で，過

電流防護用 の 1T 形保安官骨，需

サ ー ジ，電位 t昇防護用の 1L

形保安保，真空遊雷管， インピ ー

ダンス稔合を兼ねた耐圧 25KV

の絶縁変圧官告が収容されて L 、る。

----"信号用ポリエチレ γ屋形7 保安総箱

ノレミ被 ケ ーブノレ。((生野儲良)

lまあんど 保安度 信号設備系が 一定の期間遭遇する使用

条件のもとで， その 目的を達成する確率。保安度とは古く から

保安関係者の問で使われて きた用訴て、あるが， それはも っぱら

主観的に判断される量であって，次のような内需撃をもって L 、る。

(1) 保安度は個々の装置だけではなく ， 人間を含んだシ ステ

ム全体について総合的にはあくされる量である。

(2) システムに人聞が介在する余地の少なレものほど保安度

は大きし、

(3) 人間が敏いにくしか， 錯ぷを起こしやすレシステ ムは保

安度が小さ い。

(4) システ ム の 市 信頼度の高い ものは保安度が大き L 、。

(5) フェーノレセーフの度合いの大きいものは保安度が大きし、

(6) システムの機能が停止する時聞が短 \.fまど ， 保安度は大

き い。

(7) 設備に故障が起きても安全な運転が確保できるシステム

は保安度が大き L 、。

これらの内容の受取り方は， 人によ って，また対象によって

まちまちであることはやむをえないが，保安度に関する 1962 年

の調査によると， I順序量と しては比較的明確な普遍性があるこ

とが認められた。これを主観的保安度と呼ぶ。ところが，これ

を最近の高度な輸送需要に適応する合理的な保安設備計画に応

用するためには， 必ずしも十分ではな く ， ここに保安度の数量

的評価が必要となり， 1962 年から日本鉄道伎術協会において委

託研究が行なわれた結果， その客観的な数量化が可能となった。

これを客観的保安度 と呼ぶ。

客観的保安度は， 信号保安設備系の平均故障E容を À ， 平均故

障継続時聞を t とし，全故障件数のう ちでフェ ーノレセーフとな
らない紋障の割合，すなわちフェ ーノレセーフ比を α とすれば，

保安閥抗=すとして表現される。ここにおいて保安臥
従来の漠然とした観念から定量的な数値として取り扱うことが

可能となったので，現在の設備に対する保安度の測定評価や将
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